
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

8
月

●
2
日・9
日・23
日・30
日
金

　「ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
む
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

●
17
日
土 「
天
皇
の
即
位
儀
礼
の
変
遷
〜
そ
し
て
令
和
へ
〜
」

●
24
日
土 「
講
談
鑑
賞
会
」

9
月

●
4
日・11
日・25
日・10
月
2
日
水

　「じっ
く
り
と
読
む 

松
尾
芭
蕉﹃
お
く
の
ほ
そ
道
﹄」

●
21
日
土 「
野
外
講
座
―
井
の
頭
池
の
魚
た
ち
を

　
捕
って
観
察
し
よ
う
」（
会
場
：
井
の
頭
公
園
）

●
24
日
火 

広
報
紙「
わ
た
し
の
お
ぎ
く
ぼ
」

　
10
月・11
月
号
発
行 

10
月

●
10
日・17
日・24
日・31
日
木 「
楽
し
い
朗
読
教
室
」

●
12
日
土 「
あ
そ
び
市
に
出
展
」（
会
場：松
溪
中
）

●
20
日
日 「
本
天
沼
集
会
所
ま
つ
り
」

 

（
会
場：本
天
沼
区
民
集
会
所
）

11
月

●
9
日
土 

荻
窪
音
楽
祭

 

「
地
域
ふ
れ
あ
い
マ
チ
ネ
コ
ン
サ
ー
ト
」

●
9
日
土 「
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
展
」

 

（
会
場：天
沼
中
）

●
15
日・29
日・12
月
6
日
金

　「
背
骨
を
整
え
よ
う
！ 

腰
痛
スッ
キ
リ
体
操
」

●
26
日
火 

広
報
紙「
わ
た
し
の
お
ぎ
く
ぼ
」

　
12
月・1
月
号
発
行

12
月

●
7
日
土 「
地
域
懇
談
会
」

●
8
日
日 「
荻
窪
寄
席
」

※
イ
ベ
ン
ト・講
座
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
会
場
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
全
て
、会
場
は

荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先： ●
事
業
企
画
部
　
●
地
域
交
流
部

 
 

 

●
Ｃ
Ｃ
部
　
●
広
報
部
　
●
総
務
部

荻窪地域区民センター　杉並区荻窪2-34-20　　☎3398-9125　【休館日】第2・4月曜日と20日・12/28〜1/4
本天沼区民集会所　　　杉並区本天沼2-12-10　☎5310-4633　【休館日】第1・3月曜日・12/28〜1/4

広 報 紙講座のご案内

【講座の申込方法】　◆往復はがきに〈一人一枚〉　①希望講座名　②住所　③氏名（フリガナ）　④年齢　⑤電話番号を明記のうえ
 〒167-0051 荻窪2-34-20 荻窪地域区民センター協議会宛　（申し込み多数の場合は抽選です。）

2019
8月・9月

No.340
7月16日発行講座名 内容・講師 開催日・時間 定 員 参加費 申込締切

天皇の即位儀礼の変遷
～そして令和へ～

今年5月新天皇が即位し「令和」がスタートしました。天皇
即位にまつわる儀礼の意味やどのように創られてきたの
か？　分かりやすく解説していただきます。
山田 朗（明治大学平和教育登戸研究所館長・文学部教授）

8月17日（土）
午後1時30分〜3時30分 50名 200円 8月4日（日）

講談鑑賞会
夏のひと時、プロの講談師による怪談の迫力を楽しみま
しょう。演目は怪談牡丹燈籠から神田山緑師匠の「お札は
がし」と田辺銀冶さんの「栗橋宿」です。（詳細はP1参照）

8月24日（土）
午後2時〜4時 70名 200円 8月4日（日）

じっくりと読む
松尾芭蕉「おくのほそ道」

千住から大垣までの全行程の中から、特に味わい深い箇
所を抽出してじっくり鑑賞します。

林 誠司（俳句誌「海光」代表）

9月4日・11日・25日・
10月2日の4回（各水曜日）
午後1時30分〜3時30分

50名 200円 8月18日（日）

野外講座
─井の頭池の魚たちを捕って観察しよう

井の頭自然文化園の池に生息する水生物を参加者が網
かごを仕掛け捕獲します。昨年11月に続く２回目の野外
観察で、今回も自然文化園の担当者が分かりやすく説明
してくれます。

9月21日（土）
午後1時〜3時
会場：井の頭池

幼稚園以上の
子供と保護者
20組程度

井の頭自然文
化園入場料を
各自払い

9月8日（日）

楽しい朗読教室
演劇のように登場人物の台詞を演じ分けるなど、ドラマ
チックな朗読を初歩から楽しく学びます。

岡 摂子（ドラマティック・リーディング講師）

10月10日・17日・24日・
31日の4回（各木曜日）

午後1時30分〜3時30分
20名 300円 9月15日（日）

発行：荻窪地域区民センター協議会 〒167-0051 杉並区荻窪2-34-20　☎3398-9127　FAX 3398-9128
ホームページ　http：//ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

＊「地域からのお知らせ」のコーナーに掲載したい地域情報があり
ましたら、センター協議会へFAXでご連絡ください。

　FAX番号：3398-9128

荻窪地域区民センター協議会からのお知らせ

委員会の
日程

8月27日（火）　午後1時〜　会場：第1・2集会室
9月24日（火）　午後1時〜　会場：第1・2集会室
※委員会は一般公開です。傍聴を希望される方は事務局

までお申し込みください。

【
共

　通
】

●場　　所：杉並区立郷土博物館分館（杉並区天沼3-23-1 天沼弁天池公園内）
●開館時間：午前9時〜午後5時
●休 館 日：毎週月曜日と第3木曜日（祝日の場合は開館し翌日休館）
●観 覧 料：無料

協議会委員を
追加募集します！

荻窪地域区民センター協議会では、令和元年10月からボラ
ンティアで活動していただける委員を若干名、追加募集いた
します。協議会は地域の役に立ちたいとの思いがあれば、経
験経歴は不問です。

活動内容は各種イベントの開催、講座・講演会の企画運営、
広報紙の編集発行、ホームページの制作運営、総務・経理業
務担当などです。

「お知らせ」から他のコンテンツ
にリンクし、協議会の各種最新
情報が入手できます。「お知らせ
の履歴」を新設しました。

「広報紙わたしのおぎくぼ（隔月
発行）」「活動報告書（隔年発行）」
「連載一覧」などを閲覧できま
す。

広報紙
『わたしのおぎくぼ』等 協議会について

トップページ 講座・講演・イベント等

各種行事・催しの開催案内、内容
詳細、開催報告などを掲載して
います。開催日時の確認や参加
申し込みに便利です。

協議会の基本的情報が入手で
きます。会長挨拶、協議会につい
て、組織、会則、主要会議情報、エ
リアマップ、アクセスなど。

荻窪地域区民センター協議会ホームページのご案内
http://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

当協議会はホームページによる広報の充実に努めています。ぜひご活用ください！

　日本伝統芸能の一つである講談の魅力を目の前で楽しみましょう。
　今回も書籍「話術の極意」の出版や大学、NHKカルチャー講座の講師を務めるなど、様々な
分野で活躍されている真打の神田山緑師匠に登壇していただきます。もう一人は女流講談師
として活躍されている田辺銀冶さん。杉並区出身で、母は師匠でもある田辺鶴瑛さんです。
　演目は、怪談牡丹燈籠から山緑師匠の「お札はがし」と銀冶さんの「栗橋宿」です。

★日時：8月24日（土）午後2時～4時
★場所：荻窪地域区民センター 第1・2集会室
　 （参加を希望される方はP4「講座のご案内」をご覧ください） 神田山緑師匠 田辺銀冶さん

講座紹介  講談鑑賞会 ～講談の楽しさと迫力を楽しみましょう～

郷土博物館分館
問い合せ：☎5347-9801

【関連イベント】『鉄道模型運転会』
【日　時】8月25日（日）
 午前10時〜午後3時（参加受付は随時）

【会　場】郷土博物館分館 西棟1階
【対　象】どなたでも参加できます。
 小学校低学年以下の方は保護者同伴

【内　容】鉄道模型展示・鉄道模型運転体験
 実際に鉄道模型を動かす
 体験をします。

【申込み】当日会場へ
【参加費】無料
【協　力】関急車輌

分館企画展
「杉並に路面電車が走っていた頃」

西棟2階展示室

学びながら楽しく、仲間づくりや
地域づくりに参加しませんか

●募集対象：荻窪地域区民センター及び本天沼区民集会所の地域（上
図を参照）内に在住・在勤の方

●募集人員：若干名
●任期：令和元年10月1日〜令和5年3月31日（2期）
●報酬：交通費程度
●申込方法：申込書（荻窪地域区民センター及び本天沼区民集会所（本

天沼2-12-10）受付にて入手可）に必要事項をご記入のうえ、下記区
民センター協議会事務局へ郵送ないしご持参ください。

 申込書はHPからダウンロードもできます。
●申込期限：令和元年8月19日（月）（必着）
●提出先：荻窪地域区民センター協議会事務局（〒167-0051 荻窪

2-34-20）
●問合わせ先：同上事務局（☎03-3398-9127）

募集要領

今川
二丁目

桃井
二丁目桃井

一丁目

今川
一丁目

清水三丁目

天沼三丁目

荻窪駅

上荻
一丁目

本天沼
三丁目

本天沼
二丁目

天沼
二丁目

荻窪
三丁目

南荻窪
三丁目

南荻窪二丁目

南荻窪一丁目 荻窪二丁目

荻窪一丁目宮前二丁目

宮前一丁目
高井戸東
四丁目

成田西
三丁目一部

成田西
二丁目一部

浜田山
四丁目一部

宮前四丁目
一部

宮前三丁目
一部

南荻窪
四丁目

荻窪
五丁目 荻窪

四丁目

天沼
一丁目

本天沼
一丁目
一部

阿佐谷南
三丁目
一部

清水二丁目

清水一丁目

本天沼
区民集会所

荻窪地域
区民センター

本天沼（1）・2・3丁目
天沼1・2・3丁目
清水1・2・3丁目
今川1・2丁目
桃井1・2丁目
上荻1丁目
阿佐谷南（3）丁目
荻窪1・2・3・4・5丁目
南荻窪1・2・3・4丁目
宮前1・2・3・（4）丁目
成田西（2）・（3）丁目
高井戸東4丁目
浜田山（4）丁目

●荻窪地域エリア

（　）は一部が荻窪エリア

　かって杉並に存在した“青梅街道を走った路面電車”に焦
点を当て、そのあゆみと、時代とともに変わっていった役割、
廃止までを紹介します。鉄道模型の展示や、運行体験が出来
るイベントも実施します。

【開催期間】令和元年7月20日（土）〜9月29日（日）
【展示解説】8月4日（日）、9月29日（日）いずれも14時から



■結成のきっかけとメンバー構成
1999年に杉並区在住の建築家3人が、当時失われて
いく住宅が多くなるのをみて、現状の実態調査と保存に
向けての支援活動を始めた。現在代表をなさっている桑
田さんは、2002年に杉並区に来住、2003年から活動
に参加されたとのこと。ご自身、都市計画・まちづくり
の専門家である。コアメンバーは10数名で、実務や研
究で建築に関わるメンバーが約半分、他のメンバーは建
築愛好家という構成である。

■活動内容
杉並は、大正12（1923）年の関東大震災後、郊外
住宅地として急速に発展してきたが、その当時から80
年近く経って失われていく建築が多くなるなかで、建物
の悉皆調査を行うことから始めたとのこと。幸い、建築
史の稲葉和也先生による先行調査（1986～1987年）
がなされており、それをベースに同じ建物の追跡調査を
2004年に行った。その結果、価値ありと認められてい
た約650件の建物が18年を経て、3分の1にまで減少し
ていることが判明した。

もうひとつ重要な活動として、オーナーとの意見交換
を行い、保存に前向きな場合には家屋や家具の修復、ま
た新しい活用方法に向けてリノベーションの手伝いを
行っている。特に建築物として価値の高いものについて
登録文化財（事例として「一欅庵」（松庵2丁目）など）
への申請の支援などがある。同時に行政・公的保存機関
等への提案、希望者を募っての建物見学会やまち歩き、
講演会、写真展、そして他地域の団体との協力も行って
いる。
2017年1月には『杉並たてもの応援団が選ぶ　まち
かどの名建築』を出版した。1冊税込1,000円で購入可
能、また区立図書館のどこでも読むことができる。

杉並には大正末期から昭和初期に建てられた和洋折衷様式や和風住宅で質の高い建
築が残っています。今回、これらの建物を調査し保存やリノベーションを所有者と協力
して進めている「杉並たてもの応援団」の代表、桑田仁さんにお話しを伺いました。

杉並の歴史ある美しい建物を評価し、守っていこう！

“杉並たてもの応援団”の20年

杉並たてもの応援団事務局：大嶋アトリエ内
Email：suginamitatemono@gmail.com
Homepage: http://suginamitatemono.sakura.ne.jp/ 
Facebook: https://www.facebook.com/suginamitatemono/

第6回

「荻窪の記憶」
こぼればなし 天沼の家

天沼一丁目にお住いの木村昭子さんがお持ちくださっ
た旧天沼二丁目にあったご生家の写真です。一方は本格的
な西洋建築、もう一方は本格的な日本建築、一見別々の
家に見えますが、実は一軒の家。和洋折衷が流行った戦
前でも、こんな建築は珍しかったのではないでしょうか。
建てられたのは昭和四年で、建築費は普通の家の十倍か
かったといいます。
九人兄弟の末っ子だった昭子さんによれば、洋館部分

には薪を燃やすマントルピースがあり、子供部屋にはベッ
ド、クリスマスには鶏をオーブンで焼いたそうです。そん
な生活ぶりからもうかがわれるように、一家は父上の仕事

の関係で長くシアトルで暮らしていました。しかし、昭子
さんが生まれる前に、一家は東京に住むことになります。
鹿児島の出身で東京をよく知らなかった父上は、すでに四
人の娘がいたので、「女の子を育てるのに良い環境」を条
件に土地を探したそうです。下見した土地のなかには、田
園調布もありましたが、なぜか、「女の子を育てるところ
ではない」と判断し、天沼を選んだのだといいます。
当時、家の周りには麦畑や林が残り、近所にあった馬

小屋のある陸軍の官舎には、「満蒙のロレンス」と呼ばれ、
陸軍大臣になった土肥原賢二が住んでいたそうです。

「荻窪の記憶」プロジェクト　松井和男

この街にこの人あり

「さいえんす縁日」を開催しました
　5月26日（日）午後1時から4時までの3時間、今年も「“科学”をたのしも
う」を合言葉に「さいえんす縁日」が開かれました。18のプログラムから
なり、有料参加の子供たちが144名、ご両親やご家族も加わって賑わい
ました。「ホバークラフト体験」「チリメンモンスターを探せ」「手づくりマ
ヨネーズ体験」「磁石で遊ぼう」「カタパルト」などに人気が集まりました。

杉並区内に今も残る洋館 ■「応援団」からのメッセージ
ホームページなどを使ってより親しみやすい情報発信

を行っていきたいとのこと。歴史的に残った美しい建物
は街並みを形成するうえで、所有者のみならず周辺住民
にとっても貴重な財産となることから、「是非多くの方々
にその理解と活動への支援、参加をお願いしたい」との
メッセージをいただいた。

名建築案内の小冊子 応援団が主催したまち歩きの様子

※このコラムをお読みに
なった方の中に、古い
写真をお持ちの方がい
らっしゃいましたら、荻
窪地域区民センター協
議会までご連絡くださ
い。お借りした写真は
テータ化したうえで、ご
返却いたしますので、よ
ろしくお願い致します。

イベント報告

手づくりマヨネーズ体験 杉並の野菜直売 防災クイズ プラネタリウム ヨーヨー釣り

ネパール民族舞踊 桃二小合唱 大宮前伝統芸能保存会 おやじバンド SIPPS

正面エントランスの賑わい

　6月22日（土）・23日（日）の2日間「第41回 おぎくぼセンター祭」を
開催しました。
　雨まじりの天気にも関わらず2,230名の来場者があり、とても賑わ
いました。15の舞台プログラム、スタンプラリー、プラネタリウム、防
災クイズ、缶バッジ、杉並の野菜直売、南伊豆町の物販、模擬店など、大
人も子どももたくさんの方々に楽しんでいただきました。

第41回 来て！ 見て！ 体験して！楽しもう！！

おぎくぼセンター祭

イベント報告



■結成のきっかけとメンバー構成
1999年に杉並区在住の建築家3人が、当時失われて
いく住宅が多くなるのをみて、現状の実態調査と保存に
向けての支援活動を始めた。現在代表をなさっている桑
田さんは、2002年に杉並区に来住、2003年から活動
に参加されたとのこと。ご自身、都市計画・まちづくり
の専門家である。コアメンバーは10数名で、実務や研
究で建築に関わるメンバーが約半分、他のメンバーは建
築愛好家という構成である。

■活動内容
杉並は、大正12（1923）年の関東大震災後、郊外

住宅地として急速に発展してきたが、その当時から80
年近く経って失われていく建築が多くなるなかで、建物
の悉皆調査を行うことから始めたとのこと。幸い、建築
史の稲葉和也先生による先行調査（1986～1987年）
がなされており、それをベースに同じ建物の追跡調査を
2004年に行った。その結果、価値ありと認められてい
た約650件の建物が18年を経て、3分の1にまで減少し
ていることが判明した。

もうひとつ重要な活動として、オーナーとの意見交換
を行い、保存に前向きな場合には家屋や家具の修復、ま
た新しい活用方法に向けてリノベーションの手伝いを
行っている。特に建築物として価値の高いものについて
登録文化財（事例として「一欅庵」（松庵2丁目）など）
への申請の支援などがある。同時に行政・公的保存機関
等への提案、希望者を募っての建物見学会やまち歩き、
講演会、写真展、そして他地域の団体との協力も行って
いる。
2017年1月には『杉並たてもの応援団が選ぶ　まち
かどの名建築』を出版した。1冊税込1,000円で購入可
能、また区立図書館のどこでも読むことができる。

杉並には大正末期から昭和初期に建てられた和洋折衷様式や和風住宅で質の高い建
築が残っています。今回、これらの建物を調査し保存やリノベーションを所有者と協力
して進めている「杉並たてもの応援団」の代表、桑田仁さんにお話しを伺いました。

杉並の歴史ある美しい建物を評価し、守っていこう！

“杉並たてもの応援団”の20年

杉並たてもの応援団事務局：大嶋アトリエ内
Email：suginamitatemono@gmail.com
Homepage: http://suginamitatemono.sakura.ne.jp/ 
Facebook: https://www.facebook.com/suginamitatemono/

第6回

「荻窪の記憶」
こぼればなし 天沼の家

天沼一丁目にお住いの木村昭子さんがお持ちくださっ
た旧天沼二丁目にあったご生家の写真です。一方は本格的
な西洋建築、もう一方は本格的な日本建築、一見別々の
家に見えますが、実は一軒の家。和洋折衷が流行った戦
前でも、こんな建築は珍しかったのではないでしょうか。
建てられたのは昭和四年で、建築費は普通の家の十倍か
かったといいます。
九人兄弟の末っ子だった昭子さんによれば、洋館部分

には薪を燃やすマントルピースがあり、子供部屋にはベッ
ド、クリスマスには鶏をオーブンで焼いたそうです。そん
な生活ぶりからもうかがわれるように、一家は父上の仕事

の関係で長くシアトルで暮らしていました。しかし、昭子
さんが生まれる前に、一家は東京に住むことになります。
鹿児島の出身で東京をよく知らなかった父上は、すでに四
人の娘がいたので、「女の子を育てるのに良い環境」を条
件に土地を探したそうです。下見した土地のなかには、田
園調布もありましたが、なぜか、「女の子を育てるところ
ではない」と判断し、天沼を選んだのだといいます。
当時、家の周りには麦畑や林が残り、近所にあった馬

小屋のある陸軍の官舎には、「満蒙のロレンス」と呼ばれ、
陸軍大臣になった土肥原賢二が住んでいたそうです。

「荻窪の記憶」プロジェクト　松井和男

この街にこの人あり

「さいえんす縁日」を開催しました
　5月26日（日）午後1時から4時までの3時間、今年も「“科学”をたのしも
う」を合言葉に「さいえんす縁日」が開かれました。18のプログラムから
なり、有料参加の子供たちが144名、ご両親やご家族も加わって賑わい
ました。「ホバークラフト体験」「チリメンモンスターを探せ」「手づくりマ
ヨネーズ体験」「磁石で遊ぼう」「カタパルト」などに人気が集まりました。

杉並区内に今も残る洋館 ■「応援団」からのメッセージ
ホームページなどを使ってより親しみやすい情報発信

を行っていきたいとのこと。歴史的に残った美しい建物
は街並みを形成するうえで、所有者のみならず周辺住民
にとっても貴重な財産となることから、「是非多くの方々
にその理解と活動への支援、参加をお願いしたい」との
メッセージをいただいた。

名建築案内の小冊子 応援団が主催したまち歩きの様子

※このコラムをお読みに
なった方の中に、古い
写真をお持ちの方がい
らっしゃいましたら、荻
窪地域区民センター協
議会までご連絡くださ
い。お借りした写真は
テータ化したうえで、ご
返却いたしますので、よ
ろしくお願い致します。

イベント報告

手づくりマヨネーズ体験 杉並の野菜直売 防災クイズ プラネタリウム ヨーヨー釣り

ネパール民族舞踊 桃二小合唱 大宮前伝統芸能保存会 おやじバンド SIPPS

正面エントランスの賑わい

　6月22日（土）・23日（日）の2日間「第41回 おぎくぼセンター祭」を
開催しました。
　雨まじりの天気にも関わらず2,230名の来場者があり、とても賑わ
いました。15の舞台プログラム、スタンプラリー、プラネタリウム、防
災クイズ、缶バッジ、杉並の野菜直売、南伊豆町の物販、模擬店など、大
人も子どももたくさんの方々に楽しんでいただきました。

第41回 来て！ 見て！ 体験して！楽しもう！！

おぎくぼセンター祭

イベント報告
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荻窪地域区民センター　杉並区荻窪2-34-20　　☎3398-9125　【休館日】第2・4月曜日と20日・12/28〜1/4
本天沼区民集会所　　　杉並区本天沼2-12-10　☎5310-4633　【休館日】第1・3月曜日・12/28〜1/4

広 報 紙講座のご案内

【講座の申込方法】　◆往復はがきに〈一人一枚〉　①希望講座名　②住所　③氏名（フリガナ）　④年齢　⑤電話番号を明記のうえ
 〒167-0051 荻窪2-34-20 荻窪地域区民センター協議会宛　（申し込み多数の場合は抽選です。）

2019
8月・9月

No.340
7月16日発行講座名 内容・講師 開催日・時間 定 員 参加費 申込締切

天皇の即位儀礼の変遷
～そして令和へ～

今年5月新天皇が即位し「令和」がスタートしました。天皇
即位にまつわる儀礼の意味やどのように創られてきたの
か？　分かりやすく解説していただきます。
山田 朗（明治大学平和教育登戸研究所館長・文学部教授）

8月17日（土）
午後1時30分〜3時30分 50名 200円 8月4日（日）

講談鑑賞会
夏のひと時、プロの講談師による怪談の迫力を楽しみま
しょう。演目は怪談牡丹燈籠から神田山緑師匠の「お札は
がし」と田辺銀冶さんの「栗橋宿」です。（詳細はP1参照）

8月24日（土）
午後2時〜4時 70名 200円 8月4日（日）

じっくりと読む
松尾芭蕉「おくのほそ道」

千住から大垣までの全行程の中から、特に味わい深い箇
所を抽出してじっくり鑑賞します。

林 誠司（俳句誌「海光」代表）

9月4日・11日・25日・
10月2日の4回（各水曜日）
午後1時30分〜3時30分

50名 200円 8月18日（日）

野外講座
─井の頭池の魚たちを捕って観察しよう

井の頭自然文化園の池に生息する水生物を参加者が網
かごを仕掛け捕獲します。昨年11月に続く２回目の野外
観察で、今回も自然文化園の担当者が分かりやすく説明
してくれます。

9月21日（土）
午後1時〜3時
会場：井の頭池

幼稚園以上の
子供と保護者
20組程度

井の頭自然文
化園入場料を
各自払い

9月8日（日）

楽しい朗読教室
演劇のように登場人物の台詞を演じ分けるなど、ドラマ
チックな朗読を初歩から楽しく学びます。

岡 摂子（ドラマティック・リーディング講師）

10月10日・17日・24日・
31日の4回（各木曜日）

午後1時30分〜3時30分
20名 300円 9月15日（日）

発行：荻窪地域区民センター協議会 〒167-0051 杉並区荻窪2-34-20　☎3398-9127　FAX 3398-9128
ホームページ　http：//ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

＊「地域からのお知らせ」のコーナーに掲載したい地域情報があり
ましたら、センター協議会へFAXでご連絡ください。

　FAX番号：3398-9128

荻窪地域区民センター協議会からのお知らせ

委員会の
日程

8月27日（火）　午後1時〜　会場：第1・2集会室
9月24日（火）　午後1時〜　会場：第1・2集会室
※委員会は一般公開です。傍聴を希望される方は事務局

までお申し込みください。

【
共

　通
】

●場　　所：杉並区立郷土博物館分館（杉並区天沼3-23-1 天沼弁天池公園内）
●開館時間：午前9時〜午後5時
●休 館 日：毎週月曜日と第3木曜日（祝日の場合は開館し翌日休館）
●観 覧 料：無料

協議会委員を
追加募集します！

荻窪地域区民センター協議会では、令和元年10月からボラ
ンティアで活動していただける委員を若干名、追加募集いた
します。協議会は地域の役に立ちたいとの思いがあれば、経
験経歴は不問です。

活動内容は各種イベントの開催、講座・講演会の企画運営、
広報紙の編集発行、ホームページの制作運営、総務・経理業
務担当などです。

「お知らせ」から他のコンテンツ
にリンクし、協議会の各種最新
情報が入手できます。「お知らせ
の履歴」を新設しました。

「広報紙わたしのおぎくぼ（隔月
発行）」「活動報告書（隔年発行）」
「連載一覧」などを閲覧できま
す。

広報紙
『わたしのおぎくぼ』等 協議会について

トップページ 講座・講演・イベント等

各種行事・催しの開催案内、内容
詳細、開催報告などを掲載して
います。開催日時の確認や参加
申し込みに便利です。

協議会の基本的情報が入手で
きます。会長挨拶、協議会につい
て、組織、会則、主要会議情報、エ
リアマップ、アクセスなど。

荻窪地域区民センター協議会ホームページのご案内
http://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

当協議会はホームページによる広報の充実に努めています。ぜひご活用ください！

　日本伝統芸能の一つである講談の魅力を目の前で楽しみましょう。
　今回も書籍「話術の極意」の出版や大学、NHKカルチャー講座の講師を務めるなど、様々な
分野で活躍されている真打の神田山緑師匠に登壇していただきます。もう一人は女流講談師
として活躍されている田辺銀冶さん。杉並区出身で、母は師匠でもある田辺鶴瑛さんです。
　演目は、怪談牡丹燈籠から山緑師匠の「お札はがし」と銀冶さんの「栗橋宿」です。

★日時：8月24日（土）午後2時～4時
★場所：荻窪地域区民センター 第1・2集会室
　 （参加を希望される方はP4「講座のご案内」をご覧ください） 神田山緑師匠 田辺銀冶さん

講座紹介  講談鑑賞会 ～講談の楽しさと迫力を楽しみましょう～

郷土博物館分館
問い合せ：☎5347-9801

【関連イベント】『鉄道模型運転会』
【日　時】8月25日（日）
 午前10時〜午後3時（参加受付は随時）

【会　場】郷土博物館分館 西棟1階
【対　象】どなたでも参加できます。
 小学校低学年以下の方は保護者同伴

【内　容】鉄道模型展示・鉄道模型運転体験
 実際に鉄道模型を動かす
 体験をします。

【申込み】当日会場へ
【参加費】無料
【協　力】関急車輌

分館企画展
「杉並に路面電車が走っていた頃」

西棟2階展示室

学びながら楽しく、仲間づくりや
地域づくりに参加しませんか

●募集対象：荻窪地域区民センター及び本天沼区民集会所の地域（上
図を参照）内に在住・在勤の方

●募集人員：若干名
●任期：令和元年10月1日〜令和5年3月31日（2期）
●報酬：交通費程度
●申込方法：申込書（荻窪地域区民センター及び本天沼区民集会所（本

天沼2-12-10）受付にて入手可）に必要事項をご記入のうえ、下記区
民センター協議会事務局へ郵送ないしご持参ください。

 申込書はHPからダウンロードもできます。
●申込期限：令和元年8月19日（月）（必着）
●提出先：荻窪地域区民センター協議会事務局（〒167-0051 荻窪

2-34-20）
●問合わせ先：同上事務局（☎03-3398-9127）

募集要領

今川
二丁目

桃井
二丁目桃井

一丁目

今川
一丁目

清水三丁目

天沼三丁目

荻窪駅

上荻
一丁目

本天沼
三丁目

本天沼
二丁目

天沼
二丁目

荻窪
三丁目

南荻窪
三丁目

南荻窪二丁目

南荻窪一丁目 荻窪二丁目

荻窪一丁目宮前二丁目

宮前一丁目
高井戸東
四丁目

成田西
三丁目一部

成田西
二丁目一部

浜田山
四丁目一部

宮前四丁目
一部

宮前三丁目
一部

南荻窪
四丁目

荻窪
五丁目 荻窪

四丁目

天沼
一丁目

本天沼
一丁目
一部

阿佐谷南
三丁目
一部

清水二丁目

清水一丁目

本天沼
区民集会所

荻窪地域
区民センター

本天沼（1）・2・3丁目
天沼1・2・3丁目
清水1・2・3丁目
今川1・2丁目
桃井1・2丁目
上荻1丁目
阿佐谷南（3）丁目
荻窪1・2・3・4・5丁目
南荻窪1・2・3・4丁目
宮前1・2・3・（4）丁目
成田西（2）・（3）丁目
高井戸東4丁目
浜田山（4）丁目

●荻窪地域エリア

（　）は一部が荻窪エリア

　かって杉並に存在した“青梅街道を走った路面電車”に焦
点を当て、そのあゆみと、時代とともに変わっていった役割、
廃止までを紹介します。鉄道模型の展示や、運行体験が出来
るイベントも実施します。

【開催期間】令和元年7月20日（土）〜9月29日（日）
【展示解説】8月4日（日）、9月29日（日）いずれも14時から


